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修
了
後
、
ソ
ウ
ル
の
本
省
だ
け
で
な
く
、
日
本
や
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
韓
国
大
使
館
に
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
論
文
は
孫
君

の
フ
ィ
ル
ー
ド
・
ワ
ー
ク
の
賜
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
激
務
の
傍
ら
、

博
士
請
求
論
文
を
日
本
語
で
執
筆
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
、
慶
鷹
義
塾
大

学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
と
判
断
し
、

こ
こ
に
そ
の
旨
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

平
成
一
二
年
一
月
二
一
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
哲
学
博
士

慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授

防
衛
大
学
校
校
長
法
学
博
士

田
中
　
俊
郎

添
谷
　
芳
秀

松
本
　
三
郎

宮
澤
秀
爾
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
宮
澤
秀
爾
君
の
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
民
主
主
義
制
度

化
の
デ
ィ
レ
ン
マ
　
　
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
市
場
経
済
化
・
政
治

ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
形
成
の
新
制
度
派
分
析
1
」
は
、
共
産
主
義
崩
壊

後
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
民
主
主
義
制
度
化
が
抱
え
る
構
造
的
デ
ィ
レ

ン
マ
を
市
場
経
済
形
成
の
問
題
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
解
明
す
る
と
い

う
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
合
理
的
選
択
新

制
度
論
や
新
制
度
派
経
済
学
を
旧
共
産
圏
諸
国
の
体
制
移
行
の
政
治

経
済
学
的
分
析
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
実
験
的
試
み
で
も
あ
る
。

　
論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
1
本
研
究
の
も
と
に
な
る
基
本
的
問
題
意
識
に
つ
い
て
1

第
1
編
　
理
論

　
第
1
章
　
合
理
的
選
択
新
制
度
論
・
新
制
度
派
経
済
学
の
基
本
的
考

　
　
　
　
え
方

　
　
　
　
　
歴
史
的
制
度
論
と
合
理
的
選
択
制
度
論
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第
2
章

第
2
編

　
第
3
章

第
4
章

　
新
制
度
派
経
済
学
の
基
本
的
考
え
方

市
場
経
済
・
民
主
主
義
へ
の
体
制
転
換
の
一
般
理
論
ー

財
産
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
政
治
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
形
成

　
の
マ
ク
ロ
・
モ
デ
ル
ー

　
　
は
じ
め
に

　
　
ー
．
民
主
主
義
の
「
制
度
化
」
と
大
政
党

　
　
2
．
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
「
対
立
の
代
理
人
」
と
し
て

　
　
　
　
の
政
党
の
形
成

　
　
3
．
ポ
ス
ト
共
産
主
義
転
換
の
研
究
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ

　
　
　
　
ー
シ
ョ
ン
ー
結
び
に
代
え
て

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ

　
ポ
ス
ト
共
産
主
義
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
旧
共
産
党
の
政

　権復帰の

理
論
分
析
ー
S
L
D
は
本
当
に
社
会
民
主
主

て
戻
っ
て
き
た
の
か
I

　
　
l
．
着
眼
点

　
　
2
．
共
産
主
義
体
制
下
で
の
財
産
権
構
造

　
　
3
．
新
制
度
派
経
済
学
に
基
づ
く
ポ
ス
ト
共
産
主
義
ポ

　
　
　
　
ー
ラ
ン
ド
私
有
化
の
分
析

　
　
4
．
議
会
選
挙
・
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
の

　
　
　
分
析

　
　
む
す
び

　
な
ぜ
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
型
「
テ
ク

　
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」
と
定
義
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
1
．
「
我
々
の
家
ロ
シ
ア
」
結
成
の
背
景

　
　
　
　
　
2
．
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
「
権
力
党
」
が
抱
え
る
財
産
権

　
　
　
　
　
　
　
構
造
の
制
度
分
析

　
　
　
　
　
む
す
び

第
5
章
　
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
と
ラ
テ

　
　
　
　
ン
・
ア
メ
リ
カ
「
官
僚
的
権
威
主
義
体
制
」
の
内
部
ク
リ

　
　
　
　
ー
ヴ
ィ
ジ
の
相
似
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
ー
．
オ
ド
ン
ネ
ル
の
「
官
僚
的
権
威
主
義
モ
デ
ル
」
と

　
　
　
　
　
　
　
新
制
度
論
に
基
づ
く
修
正

　
　
　
　
　
2
．
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
効
率
追
求
派
」

　
　
　
　
　
3
．
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
仲
間
内
資
本
主
義
派
」

　
　
　
　
　
む
す
び

お
わ
り
に
ー
ロ
シ
ア
が
抱
え
る
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
的
病
状
と
「
国

　
　
　
　
家
」
再
構
築
の
必
要
性

　
第
1
章
で
は
、
本
論
文
を
通
し
て
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
合

理
的
選
択
新
制
度
論
と
新
制
度
派
経
済
学
の
基
本
的
な
考
え
方
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
そ
の
た
め
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て

旧
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
（
共
産
主
義
体
制
の
既
得
権
階
層
）
で

あ
り
、
市
場
経
済
化
が
始
ま
っ
て
か
ら
私
有
化
さ
れ
た
旧
国
営
企
業

の
経
営
権
や
株
式
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
々
が
、
な
ぜ
私
有

財
産
制
度
の
徹
底
を
主
張
し
、
そ
の
他
の
部
分
で
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
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市
場
志
向
型
行
動
に
一
切
介
入
し
な
い
よ
う
な
右
派
政
党
を
創
ろ
う

と
し
な
い
の
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
、
旧
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ

ー
ラ
と
い
う
経
済
主
体
の
「
限
定
合
理
性
」
に
つ
い
て
分
析
し
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
合
理
的
選
択
制
度
論
と
歴
史
的
制
度
論
を

対
比
さ
せ
つ
つ
、
「
制
度
」
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
学
問
的
な
手
法
と
し
て
二
つ
の
新
制
度
論
の
間
に
優
劣
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
著
者
は
種
々
の
事
象
に
対
し
て
ど
ち
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
よ
り
適
当
で
あ
る
か
を
よ
く
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
、
「
中

間
レ
ベ
ル
の
制
度
」
の
形
成
・
定
着
過
程
の
最
中
に
あ
る
ポ
ス
ト
共

産
主
義
体
制
転
換
の
分
析
の
た
め
に
は
、
合
理
的
選
択
制
度
論
（
制

度
が
人
間
の
完
全
合
理
的
な
行
動
願
望
を
制
約
す
る
）
を
用
い
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義

体
制
転
換
に
お
い
て
は
、
市
場
経
済
の
実
際
の
形
態
が
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
行
動
の
合
理
性
を
強
く
「
限
定
」
し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
著

者
は
新
制
度
派
経
済
学
の
基
本
的
な
考
え
方
に
論
を
進
め
、
「
財
産

権
」
、
「
国
家
」
、
「
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
」
な
ど
の
分
析
概

念
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
を
分
析
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
な
ぜ

必
要
か
を
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

　
第
2
章
で
は
、
市
場
内
部
に
お
け
る
財
産
権
の
分
配
の
さ
れ
方
が

民
主
主
義
体
制
に
お
け
る
政
治
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
（
政
治
的
裂
け
目
／

政
党
シ
ス
テ
ム
）
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う

問
題
を
理
論
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
「
完
成
度
」
の
高

い
市
場
に
基
づ
く
民
主
主
義
モ
デ
ル
と
「
完
成
度
」
の
低
い
市
場
に

基
づ
く
民
主
主
義
モ
デ
ル
を
区
別
し
て
お
り
、
前
者
が
出
現
す
る
た

め
に
は
、
市
場
形
成
の
初
期
段
階
で
恣
意
的
に
私
有
財
産
制
度
に
手

を
加
え
た
り
せ
ず
に
、
財
産
権
の
「
排
他
性
」
の
保
全
に
努
め
、
経

済
ユ
ニ
ッ
ト
問
の
交
換
・
取
引
契
約
の
徹
底
に
尽
力
す
る
「
国
家
」

の
存
在
が
必
要
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
国
家
」

が
支
え
る
市
場
経
済
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
一
方
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
自

由
に
競
争
で
き
る
「
完
成
度
」
の
高
い
市
場
の
枠
組
み
を
徹
底
す
る

だ
け
の
「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
す
る
勢
力
が
形
成
さ
れ
、
他
方
に

前
述
の
よ
う
な
「
国
家
」
の
存
在
を
基
本
的
に
犯
す
こ
と
な
く
、
そ

れ
に
加
え
て
、
市
場
シ
ス
テ
ム
が
生
み
出
す
結
果
に
必
ず
し
も
満
足

し
な
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
「
大
き
な
政
府
」
を
志

向
す
る
勢
力
が
出
現
し
、
両
者
が
対
抗
す
る
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
誕
生

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
国
家
」
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
市

場
形
成
以
前
に
生
産
財
に
対
し
て
「
非
市
場
的
・
政
治
メ
カ
ニ
ズ

ム
」
を
通
じ
て
管
轄
権
を
行
使
し
て
き
た
階
層
が
か
な
り
の
同
質
性

を
有
し
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
の
同
質
性
を
維
持
し
た
ま
ま
生
産
財

に
対
す
る
所
有
権
制
度
の
転
換
を
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
分
岐
点
と
し
て
、
「
保
護
者
的
政
党
」
が
支
配
的
地
位
に
あ
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る
ケ
ー
ス
と
断
片
的
政
党
制
を
と
る
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。

　
第
3
章
で
は
、
ポ
ス
ト
民
主
主
義
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
な
ぜ

旧
共
産
党
が
政
権
に
復
帰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
を

解
明
し
つ
つ
、
そ
の
過
程
で
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
体
制
転
換
に
つ
い

て
の
政
治
経
済
学
的
分
析
へ
の
新
制
度
派
経
済
学
の
援
用
の
有
効
性

を
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
共
産
主
義
体
制
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
財
産
権
構
造
に
対
し
て
「
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
関

係
」
の
概
念
を
適
用
し
、
生
産
財
に
対
す
る
「
国
家
所
有
」
が
建
前

に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
ど
の
ア
ク
タ
ー
も
生
産
財
に
対
し
て
排
他
的

財
産
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
「
共
有
」
状
態
が
存

在
し
た
こ
と
、
分
権
化
経
済
改
革
に
よ
っ
て
、
末
端
の
エ
イ
ジ
ェ
ン

ト
で
あ
る
企
業
長
が
企
業
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
と
最
大
の
管
轄
権

を
握
る
一
方
、
そ
の
こ
と
が
企
業
の
生
産
効
率
の
向
上
に
全
く
結
び

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
共
産
主
義
支
配
の
末
期
に
は
プ
リ
ン
シ
パ
ル

で
あ
る
「
国
家
」
が
相
当
に
形
骸
化
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
点
を
指

摘
し
て
い
る
。

　
次
に
、
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の
「
私
有
化
」
過
程
の
分
析
か
ら
、
著

者
は
上
述
の
諸
点
が
共
産
主
義
崩
壊
後
の
財
産
権
の
分
配
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
様
々
な
理
由
か
ら
「
ヴ
ァ
ウ

チ
ャ
ー
私
有
化
」
（
国
民
に
低
価
格
で
、
私
有
化
さ
れ
る
企
業
の
株

式
を
購
入
す
る
た
め
の
投
資
マ
ネ
ー
で
あ
る
ヴ
ァ
ウ
チ
ャ
ー
を
配
布

し
た
）
が
十
分
に
機
能
せ
ず
、
「
自
発
的
私
有
化
」
と
「
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
私
有
化
」
が
財
産
権
の
再
分
配
の
有
力
な
方
法
に
な
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。
「
自
発
的
私
有
化
」
と
は
、
本
来
「
国
家
」
が
所
有

し
て
い
る
は
ず
の
財
産
を
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
が
「
国
家
」
の

監
督
外
で
不
当
に
低
い
価
格
で
買
い
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
上
層
の

ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
を
買
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
長
は

自
分
が
管
轄
権
を
握
っ
て
い
る
企
業
を
非
常
に
安
く
入
手
し
た
り
、

国
営
企
業
が
上
げ
た
利
益
や
そ
の
資
産
を
地
方
レ
ベ
ル
の
党
官
僚
と

共
同
で
設
立
し
た
民
問
会
社
に
売
却
し
た
り
、
貸
与
し
た
り
し
た
。

こ
の
よ
う
な
財
産
分
配
を
背
景
に
し
て
、
旧
共
産
党
は
、
経
済
改
革

に
よ
っ
て
打
撃
を
被
っ
た
階
層
だ
け
で
な
く
、
「
自
発
的
私
有
化
」

や
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
私
有
化
」
に
よ
っ
て
財
産
権
を
獲
得
し
、
そ
の

後
も
必
ず
し
も
市
場
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
な
い
旧
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト

ゥ
ー
ラ
層
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
「
保
護
者
的
政
党
」
と
し
て
政
権
の

座
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
4
章
で
は
、
一
九
九
五
年
五
月
に
結
成
さ
れ
、
同
年
一
二
月
の

議
会
選
挙
で
敗
れ
た
「
我
々
の
家
ロ
シ
ア
」
が
抱
え
る
財
産
権
構
造

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
六
年
初
め
の
時
点
ま
で
に
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
政
権
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
型
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」

勢
力
を
基
盤
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
元
首
相
が
以
前
に
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社
長
を
務
め
て
い
た
ロ
シ
ア
最
大
の
天
然
ガ
ス
採
掘
企
業
「
ガ
ス
プ

ロ
ム
」
を
め
ぐ
る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
分
析
し
、
（
1
）
旧
ソ
連
時
代
に

省
庁
が
握
っ
て
い
た
経
済
権
限
を
政
治
家
、
官
僚
が
私
企
業
に
転
化

さ
せ
、
大
規
模
な
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
資
本
が
生
ま
れ
た
こ
と
、

（
2
）
歴
代
の
旧
ソ
連
政
権
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
「
国
家
独
占

体
」
が
そ
の
ま
ま
「
私
的
独
占
体
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
、

（
3
）
「
国
家
」
・
産
業
資
本
・
金
融
資
本
の
癒
着
構
造
が
で
き
あ
が

っ
た
こ
と
、
（
4
）
以
上
の
特
徴
が
腐
敗
を
呼
ぶ
温
床
を
多
く
抱
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
議
論
を
一

般
化
し
、
「
財
産
権
」
概
念
を
使
用
し
て
、
「
自
発
的
私
有
化
」
だ
け

で
な
く
、
「
私
的
独
占
」
、
金
融
・
産
業
グ
ル
ー
プ
の
形
成
に
寄
与
し

た
「
株
式
の
た
め
の
ロ
ー
ン
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
著
者
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
は
、
（
1
）
「
国

家
」
が
大
企
業
か
ら
の
圧
力
（
特
に
財
政
援
助
に
関
し
て
）
に
対
し

て
脆
弱
で
あ
る
、
（
2
）
高
度
の
独
占
状
態
、
保
護
主
義
が
存
在
す
る
、

（
3
）
肥
大
化
し
た
官
僚
制
度
と
大
資
本
と
の
間
に
構
造
的
な
「
も
た

れ
あ
い
」
が
存
在
す
る
、
（
4
）
大
資
本
か
ら
の
税
金
徴
収
シ
ス
テ
ム

が
弱
体
で
あ
る
な
ど
の
特
質
が
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
「
国
家
」
と
金
融
・
産
業
大
資
本
が
相
互
に
自
律
し
た
存

在
に
な
り
え
な
い
市
場
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
政

治
勢
力
と
し
て
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」
が
台
頭
し
た
こ
と
、
ロ

シ
ア
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
特
質
を
も
つ
市
場
シ
ス
テ
ム
が
形
成

さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」
勢
力
と
し
て

「
我
々
の
家
ロ
シ
ア
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
そ
の

全
面
的
な
支
持
を
獲
得
し
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
型
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
右
派
」
勢
力
を
社
会
基
盤
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
第
5
章
で
は
、
一
九
九
八
年
三
月
ま
で
続
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル

ジ
ン
内
閣
時
期
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
と
そ
の
社
会
的
基
盤
が
オ
ド
ン

ネ
ル
の
「
官
僚
的
権
威
主
義
モ
デ
ル
」
に
み
ら
れ
る
重
要
な
特
質
を

い
く
つ
も
有
し
て
お
り
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
内
部
に
「
官
僚
的
権
威

主
義
体
制
」
の
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
と
ほ
ぼ
同
じ
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
両
者
に

共
通
す
る
特
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
材
料
の
輸
出
が

産
業
の
中
心
で
あ
り
、
新
し
い
産
業
が
育
ち
に
く
い
こ
と
、
官
僚
的

中
産
セ
ク
タ
ー
が
形
成
さ
れ
、
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
国
際
資
本

の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
、
ポ
ビ
ュ
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
ポ
ユ
ピ
リ

ス
ト
・
セ
ク
タ
ー
の
形
成
、
産
業
界
に
お
け
る
垂
直
的
統
合
を
試
み
、

様
々
な
国
家
機
構
の
拡
大
と
「
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
化
」
、
国
際
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
危
機
、
高
い
イ
ン
フ
レ
率
、
大
き
な
貧
富
格
差
な
ど
で

あ
る
。

　
ま
た
、
「
官
僚
的
権
威
主
義
体
制
」
の
内
部
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
に
論
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及
し
、
そ
の
体
制
の
内
部
に
は
、
「
国
家
」
の
強
大
化
を
唱
え
、
産

業
界
に
お
い
て
「
国
家
」
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
す
る
「
国
家

資
本
主
義
派
」
と
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
効
率
的
な
経
済
セ
ク
タ

ー
に
資
本
蓄
積
を
集
中
し
、
自
由
で
開
放
的
な
経
済
構
造
を
構
築
し

よ
う
と
す
る
「
効
率
追
求
派
」
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
「
国
家
資
本
主
義
派
」
は
「
公
共
セ
ク
タ
ー
」
の
強
化
に

努
め
、
国
内
市
場
の
た
め
に
保
護
主
義
的
な
経
済
政
策
を
採
用
し
、

と
き
に
は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
政
策
に
通
じ
る
よ
う
な
分
配
政
策
を
実

施
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
「
効
率
追
求
派
」
は
国
内
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
に
対
す
る
経
済
補
助
を
打
ち
切
り
、
輸
入
外
国
製
品
の
関

税
を
引
き
下
げ
、
国
内
資
本
の
弱
さ
を
露
呈
し
か
ね
な
い
よ
う
な
経

済
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
構
造
を
で
き
る
だ
け
効
率
的

に
稼
働
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
著
者
は
、
新
制
度
論
の
観
点
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
う

ち
の
「
国
家
資
本
主
義
派
」
は
「
仲
間
内
資
本
主
義
派
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
官
僚
的
権
威
主
義
モ
デ
ル
」
を
ロ
シ

ア
・
ケ
ー
ス
に
援
用
す
る
場
合
に
は
、
以
下
の
二
点
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
「
仲
間
内
資
本
主

義
派
」
と
「
効
率
追
求
派
」
の
双
方
が
相
互
に
相
手
方
の
経
済
観
や

経
済
行
動
を
限
定
す
る
と
い
う
側
面
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー

ス
よ
り
強
い
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
特
定
の
利
益
の
分
配
結
果
を
め

ぐ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
「
効
率
追
求
派
」
に
属
す
る
と
み
ら
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
仲
間
内
資
本
主
義
派
」
と
し
て
の
本
性
を
み

せ
る
勢
力
が
あ
っ
た
り
、
「
仲
間
内
資
本
主
義
派
」
の
な
か
に
も
利

権
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
著
者
は
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、
本
研
究
を
総
括
し

て
、
ロ
シ
ア
が
抱
え
る
様
々
な
病
理
を
克
服
す
る
た
め
に
、
「
国
家
」

の
再
構
築
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

「
国
家
」
の
再
構
築
と
は
、
具
体
的
に
は
ー
ロ
シ
ア
が
（
1
）
「
略

奪
・
搾
取
国
家
」
か
ら
「
財
産
権
・
契
約
を
保
護
、
徹
底
で
き
る
国

家
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
（
2
）
市
場
経
済
に
お
け
る
私

有
財
産
の
透
明
性
を
高
め
、
企
業
が
常
に
市
場
の
厳
し
い
目
に
さ
ら

さ
れ
る
よ
う
に
「
国
家
」
の
監
督
機
能
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、

（
3
）
幼
少
期
か
ら
国
民
に
対
し
て
徹
底
し
た
倫
理
教
育
を
施
す
こ
と

で
あ
り
、
（
4
）
「
国
家
」
の
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
改
善
す
る

こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
（
5
）
利
己
的
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
暴

力
に
対
し
て
、
「
国
家
」
が
そ
れ
を
上
回
る
国
家
権
力
を
発
動
し
、

犯
罪
者
を
必
ず
検
挙
し
、
厳
正
に
処
罰
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。　

ま
た
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
辿
っ
た
経
路
を
検
証
し
つ
つ
、

ロ
シ
ア
が
「
国
家
」
を
再
構
築
し
、
民
主
主
義
の
制
度
化
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
（
1
）
「
国
家
資
本
主
義
」
路
線
を
突
き
進
み
、
一
九
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九
八
年
を
上
回
る
よ
う
な
経
済
破
綻
に
直
面
し
、
「
国
家
」
の
市
場

介
入
の
失
敗
が
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
、
（
2
）
現
体
制

の
中
枢
に
当
初
か
ら
存
在
し
た
よ
う
な
「
効
率
追
求
派
」
で
は
な
く
、

外
部
か
ら
体
制
を
批
判
し
て
き
た
勢
力
の
な
か
か
ら
、
市
場
経
済
を

正
し
く
理
解
す
る
指
導
者
が
登
場
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
（
3
）

「
国
家
」
の
再
構
築
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
確
実
に

成
果
を
挙
げ
る
ま
で
、
長
期
に
わ
た
る
粘
り
強
い
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
（
4
）
「
国
家
」
の
性
格
が
正
し
い
方
向
に
転
換

さ
れ
て
初
め
て
、
民
主
主
義
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
姿
を
現
し
、
ロ
シ

ア
国
民
の
間
で
民
主
主
義
的
な
価
値
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

の
注
目
す
べ
き
結
論
に
到
達
し
て
い
る
。

　
以
上
が
宮
澤
秀
爾
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
民
主
主

義
制
度
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ
ー
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
市
場
経
済

化
・
政
治
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
形
成
の
新
制
度
派
分
析
』
の
概
要
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
学
問
的
成
果
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
合
理
的
選
択
新
制
度
論
を
旧
共
産
圏
諸
国
に
お
け

る
体
制
移
行
の
政
治
経
済
学
的
分
析
に
適
用
し
た
研
究
と
し
て
、
本

論
文
は
お
そ
ら
く
日
本
で
初
め
て
の
体
系
的
な
業
績
で
あ
る
。
旧
体

制
期
か
ら
残
さ
れ
た
負
の
遺
産
の
影
響
の
た
め
に
、
旧
共
産
圏
諸
国

の
市
場
経
済
化
や
民
主
主
義
制
度
化
が
順
調
に
は
進
ま
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
体
制
移
行
研
究
者
の
間
で

新
制
度
論
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
の
研
究
の
主
流
は
従
来
ど
お
り
一
次
資
料
を
精
査
す

る
こ
と
に
置
か
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
学
問
的
環
境
の
な
か
で
、

共
産
圏
研
究
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
留
学
し
た
宮
澤

君
が
ダ
グ
ラ
ス
・
ノ
ー
ス
（
U
o
⊆
笹
器
ω
Z
9
誓
）
、
ス
レ
イ
ン
・
エ

ガ
ー
ト
ソ
ン
（
日
耳
巴
口
口
国
鵬
篶
ほ
誘
o
p
）
、
ケ
ネ
ス
・
シ
ェ
プ
ス
リ

ー
（
内
①
昌
コ
o
浮
Qo
げ
①
冨
8
）
、
テ
リ
ー
・
モ
ー
（
↓
R
コ
ニ
≦
o
o
）
な

ど
の
理
論
的
文
献
を
読
み
こ
な
し
、
そ
れ
ら
を
体
制
移
行
研
究
に
適

用
し
た
こ
と
は
、
新
し
い
実
験
的
な
試
み
と
し
て
十
分
に
評
価
さ
れ

て
よ
い
。
さ
ら
に
、
「
財
産
権
」
、
「
国
家
」
、
「
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ

ン
・
コ
ス
ト
」
な
ど
、
新
制
度
派
経
済
学
の
概
念
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
論
文
が
ロ
シ
ア
に
形
成
さ
れ
る
市
場
経
済
の
タ
イ
プ

と
民
主
主
義
に
お
け
る
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
の
タ
イ
プ
が
ど
の
よ
う
に
関

連
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
新
し
い
見
解
を
提
示
し
た
こ
と
も
高
く

評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
第
二
に
、
宮
澤
君
は
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
相
互
関
係
と
い
う

比
較
政
治
学
の
重
要
問
題
に
独
自
の
視
点
な
い
し
枠
組
み
を
提
示
し

た
。
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
相
乗
経
済
の
相
乗
効
果
を
強
調
す
る

だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
「
国
家
」
に
立
脚
す
る
か
に

よ
っ
て
異
な
る
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
市
場
経

済
が
定
着
し
、
民
主
主
義
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
、
そ
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う
で
な
い
ケ
ー
ス
が
選
別
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ

で
宮
澤
君
が
使
用
し
て
い
る
「
国
家
」
概
念
は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ノ
ー

ス
の
財
産
権
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
「
国
家
」
概
念
で
あ
る
。
ノ
ー

ス
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
」
に
は
大
き
く
分
け
て
市
場
経
済
に
お
け
る

財
産
権
や
経
済
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
契
約
の
保
護
・
徹
底
に
尽
力
す
る

「
国
家
」
と
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
さ
ず
、
「
国
家
」
を
構
成
す

る
特
定
の
階
級
が
獲
得
す
る
収
益
（
レ
ン
ト
）
を
最
大
化
し
て
し
ま

う
「
国
家
」
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
ク
リ

ー
ヴ
ィ
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
民
主
主
義
体
制
の
下
で
は
ク
リ
ー
ヴ
ィ

ジ
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
セ
イ
モ
ア
・
リ
プ
セ
ッ
ト
の
概
念
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
新
制
度
論
を
用
い
て
「
官
僚
的
権
威
主
義
モ
デ
ル
」
を

修
正
す
る
と
い
う
作
業
を
通
じ
て
、
ロ
シ
ア
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

の
体
制
移
行
を
比
較
す
る
と
い
う
新
し
い
実
験
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
宮
澤
君
が
論
ず
る
よ
う
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
・
セ
ク
タ
ー

を
弾
圧
す
る
た
め
に
軍
部
が
政
権
の
な
か
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る

と
い
う
点
を
大
き
な
例
外
と
し
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
み
ら
れ

た
「
官
僚
的
権
威
主
義
体
制
」
の
多
く
の
特
徴
は
ロ
シ
ア
に
も
当
て

は
ま
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
最
近
の
ロ
シ
ア
情
勢
を
み
れ
ば
、
一

九
九
八
年
夏
の
経
済
危
機
以
後
、
内
務
省
、
諜
報
局
、
政
治
警
察
出

身
者
な
ど
、
治
安
機
関
派
が
政
権
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
る
し
、
首
相
に
登
用
さ
れ
た
旧
K
G
B
出
身
の
プ
チ
ン
が
チ
ェ
チ

ェ
ン
情
勢
へ
の
介
入
を
通
じ
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
以
後
の
最
有
力
の
大
統

領
候
補
と
し
て
登
場
す
る
な
ど
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
約
三

〇
年
前
に
経
験
し
た
政
治
・
経
済
体
制
に
ロ
シ
ア
が
接
近
し
つ
つ
あ

る
よ
う
な
印
象
さ
え
免
れ
な
い
。
ま
た
、
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
政

治
・
経
済
体
制
が
ロ
シ
ア
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
た
め
に
、
「
官
僚

的
権
威
主
義
体
制
」
崩
壊
後
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
体
制
移

行
の
経
験
が
重
要
な
参
照
例
に
な
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
み
た
よ
う
に
、
宮
澤
君
は
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
学
問
的

成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
提
出
さ
れ
た
論
文
に
欠
点
な
い
し

将
来
へ
の
課
題
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
第
］
に
、

第
2
章
の
』
般
理
論
」
の
応
用
範
囲
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
澤
君
自
身
が
「
本
章
に
お
け
る
一
般

理
論
は
、
民
族
・
言
語
・
宗
教
グ
ル
ー
プ
間
の
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
が
財

産
権
制
度
・
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る

ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
よ
り
も
社
会
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
国
々
に
多

く
存
在
す
る
『
多
極
共
存
型
民
主
主
義
』
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
世
界
的
に
み
れ
ば
、
民
族
・
言

語
・
宗
教
グ
ル
ー
プ
問
の
抗
争
が
そ
の
ま
ま
政
治
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
と

し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
韓
国
の
よ
う
に
、

国
内
の
地
域
対
立
が
政
治
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
の
形
成
に
お
い
て
重
要
な
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役
割
を
演
じ
て
い
る
国
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の

国
々
に
』
般
理
論
」
が
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
理
論

の
コ
般
性
」
に
も
疑
問
符
が
付
か
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
関
す
る

宮
澤
君
の
研
究
が
不
十
分
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
ロ
シ
ア
と
の
比

較
に
関
す
る
記
述
に
改
善
の
余
地
が
残
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
宮
澤
君
は
一
九
九
〇
年
代
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
セ
ン
チ

ン
に
関
す
る
自
分
の
知
識
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
S
ミ
肉
S
ミ
ミ
装
）

や
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
（
肉
ミ
魁
晦
ミ
』
ぎ
受
G
・
）
に
掲
載

さ
れ
た
両
国
に
関
す
る
記
事
の
範
囲
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
は
な

い
と
告
白
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
は
、
既
存
の

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
研
究
の
成
果
を
よ
り
広
範
に
吸
収
す
る
努
力
を

積
み
重
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宮
澤
君
の
ロ
シ

ア
研
究
や
ロ
シ
ア
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
の
比
較
研
究
も
進

展
し
、
そ
の
成
果
が
よ
り
大
き
な
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。　

宮
澤
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
は
以
上
の
よ
う
な
欠
点
や
課

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
な
大
き
な
業
績
か
ら

み
て
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
本
論
文
の
価
値
を
大
き
く
減
ず
る
も
の

で
は
な
い
。
我
々
審
査
員
一
同
は
宮
澤
秀
爾
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹

義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

平
成
一
二
年
一
月
二
一
日

主
査

副
査

副
査

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
経
済
学
博
士

小
此
木
　
政
　
夫

山
　
田
　
辰
　
雄

田
　
中

宏
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